


Googleマップでみると、ほとんどが緑＝森林です



http://www.visualization-labo.jp/machi1.php?new_pref=20&new_town=204323&submit=%E9%81%B8%E6%8A%9E
木曽町の町境を重ねてみます。猪の横顔みたいです。



新宿 → 木曽福島

車　　　　約３時間３０分

特急電車　約３時間４０分　

高速バス　約４時間３０分
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     車　　　 約４時間３０分

新幹線・特急　約３時間　

大阪 → 木曽福島



DATA
面積：４７６．０６㎢（東京23区627.57㎢）
　　　　　内、森林面積９０％以上

人口：１万５２人（2021年6月1日現在）

　　　　（千代田区人口6万5千942人　2020年1月8日現在）

標高：７７４．８０m（役場所在地）

開田高原標高：約１、１００m


年間平均気温　10.2度 


夏季平均気温　22.8度（2015年8月）

冬季平均気温　-1.7度(2015年1月） 気温参照　http://shinsyu-ijyu.jp/style/climate/index.html


　　　　　　　https://weather.time-j.net/Climate/Chart/kisofukushima



私たちの住む信州木曽町は約95%が森林という自然に囲まれた町です。
かつては木曽檜の産地として林業が盛んになり
全国各地の城や寺社仏閣づくりに貢献してきました。


また、厳しい自然の中で培った、先達の知恵や技術は
発酵食品など独特の食文化や伝統工芸として、現在に受け継がれています。
私たちの暮らしのほとんどは「山」とともにあるのです。
山を愛し、ときに畏れながら生活してきた私たちにとって、ここは
「山で暮らす」よりも「山”と”暮らす」
そんな言い方がしっくりとくる、とっても素敵なまちです。



木曽町移住サポートセンターのしくみ
ワンストップで移住・定住を支援
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木曽町移住サポートセンターが作った、地元情報満載
「山と暮らす手帳」



木曽町の人と話をするには
この冊子は必須です

地域ごとの特徴が分かる
四地域別の情報



福島地区（市街地）



移住サポートセンターは中心市街地の「ふらっと木曽」にあります



シェアキッチン コワーキングスペース



開田高原地区（山間地域）



開田高原地区（山間地域）



信州やまほいく認定園

木曽町立開田保育園

https://www.shizenhoiku.jp/organization/kiso-kaida/



・豆腐屋（品評会で上位入賞の豆腐づくり） 
・和菓子製造（伝統和菓子の製造） 
・開田そば工場（そばの産地、開田高原の会社） 
・大工（木曽檜など木造建築に特化した建築） 
・精密機械製造（豊富な水を生かした製造業） 
・林業会社（木曽といえば林業、未経験OK）

木曽らしい 
こんな仕事あります



町民が主体になってはじめた「開田の暮らしを知るウェブマガジン」



木曽町は、移住者を受け入れるために、柔軟な行政サポート充実、

利用可能な空き家を増やす政策を進めています。

まずは、お気軽にご相談ください

木曽町の移住者・移住希望者

令和2年度（２０２０年４月～２０２１年３月）

行政サポートによる移住者

１５名

移住希望登録

３５組５３名

空き家新規登録件数

１０名


